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Ⅴ．特記事項 

1．大学摂心 

本学が開催する、建学の精神を具現する行事には、入学時及び創立記念日の本山(妙心

寺)参拝、花まつり、大学摂心、市民坐禅会などがあり、とりわけ大学摂心は、建学の精神

をもっとも深く体感できる行事として、毎年多くの参加者を得ている。 

例えば令和元(2019)年度の摂心は天龍寺において 2日間にわたって行われ、行事内容は、

横田総長による提唱、天龍寺派管長佐々木容道老大師による法話、坐禅、斎座(昼食)の他、 

横田総長との懇談会であった。 

学生は「禅とこころ」「基礎禅学」の授業など日々の学修の中でも建学の精神に触れてい

るものの、摂心では、食事などの日常的行為もまた禅を学ぶ機会となり得ることを体感的

に知る。教職員にとっても、建学の精神を学ぶ貴重な機会となっている。科目等履修生も

積極的に参加しており、学内外に建学の精神を分かりやすく発信している行事である。 

 

2．国際禅学研究所 

 花園大学国際禅学研究所は、研究部門と実践部門をあわせ持つ組織として、禅仏教の探

求及び啓蒙に努めている。 

研究部門では、研究成果の学内外に向けた発信の一環として、「禅籍データベース」

「Chinese Zen Masters」「The Oxherding Pictures」を公開しており、世界的に高く評価

されている。これらのデータベースは、学内外に向けて貴重な情報発信を行っている一例

である。 

実践部門では、一般市民にも開放した坐禅会として「月曜市民坐禅」を毎週月曜 6時か

ら 1時間程度開催している。また、「昼坐禅」として、学生も参加しやすい授業開講期間の

月曜日～木曜日の昼休みの時間帯に禅堂を開放し、坐禅を行っている。それぞれ禅を体験

できる貴重な環境を、学生だけでなく地域の方々にも提供している。 

 

3．学生による発掘調査及び研究報告書の作成 

 花園大学考古学研究室は、学生が中心となって発掘調査研究を行っている組織である。

年次活動報告書である「花園大学考古学研究報告」(平成 22(2010)年以降「考古学研究室

だより」)は昭和 56(1981)年から発行されており、活動の集大成である「花園大学考古学

研究論叢」も平成 13(2001)年・平成 21(2009)年・令和元(2019)年に刊行された。すべての

活動は、教員の指導の下で学生が主体的に行っており、発掘調査から報告書の完成までの

一連の調査研究過程を、学部 1回生から修士課程の院生までが協力して実施している。現

在進めているキャンパス整備においても、当研究室が発掘調査を行っている。 

 課外活動でありながら、大阪府堺市・福井県などの地方自治体と連携した発掘調査の実

績も多く、他大学の考古学ゼミとの交流も活発に行われている。学生は、行政と連携した

活動のなかで、考古学研究のアプローチ、発掘調査の方法、イラストレーターなどのソフ

トを用いた調査結果のまとめ、インデザインを用いた記事の編集作業などを幅広く学び、

非常に貴重な実践的学修の機会となっている。 

 


